
お求めは、(一社)沖縄県労働基準協会各支部まで

・衛生管理 第１種用（上） 定価2,310円（税込）
・衛生管理 第１種用（下） 定価2,310円（税込）
・衛生管理 第２種用（上） 定価1,870円（税込）
・衛生管理 第２種用（下） 定価1３20円（税込）
・潜水士テキスト（送気調節業務特別教育用） 定価2,750円（税込）

●受験用テキスト（実務マニュアルとしても活用できます。）

●受験用問題集
・第１種衛生管理者試験問題集[令和7年度版]　 定価2,640円（税込）
・第２種衛生管理者試験問題集[令和7年度版]　 定価1,980円（税込）
・潜水士試験問題集［模範解答と解説〈120題〉］ 定価2,750円（税込）

協会からの
お知らせ

※ 合格への近道は、過去問の攻略が一番です。

免許試験対策テキスト等のご案内

令和7年度の会費納入依頼文をご送付させていただきます。
出費多端な折、誠に申し訳ございませんが、令和7年7月31日まで
にご納付いただきますようご協力の程お願い申し上げます。

令和7年度

会費納入に
ついて

令和7年度

会費納入に
ついて

※本年度は、役員改選となっております。 ※会員の皆様のご出席をお待ちしております。

通常総会 日 時：令和7年6月12日（木）16：00～ 
会 場：沖縄ハーバービューホテル（那覇市）

令和7年度

学科試験手数料・・・8,800円
※　受験申請書は、沖縄県労働基準協会の各支部で配布しております。
※　石垣会場の受験申請書の受付は、オンライン又は郵送（衛生管理者及び潜水士は沖縄県労働基準協会本部宛て、他の試験は
　　各団体支部宛て）となります。

試験の種類試験日 試験会場 受験申請書の受付期間
（土・日・祝日除く）

沖縄会場
第１回目

石垣会場

沖縄会場
第２回目

令和7年11月1日（土）

令和7年11月2日（日）

令和7年10月12日（日）

令和8年1月31日（土）

令和8年2月1日（日）

令和7年8月25日（月）
～9月5日（金）必着

令和7年8月25日（月）
～9月5日（金）必着

令和7年11月25日（火）
～12月9日（火）必着

沖縄産業支援センター
（那覇市小禄1831-1）

石垣市民会館
（石垣市浜崎町1-1-2）

沖縄産業支援センター
（那覇市小禄1831-1）

①第一種衛生管理者、②第二種衛
生管理者、③ボイラー整備士、④
移動式クレーン、⑤クレーン・デリ
ック（クレーン限定）

①潜水士、②エックス線作業主任
者、③一級ボイラー技士、④二級ボ
イラー技士

①第一種衛生管理者、②第二種衛
生管理者、③潜水士、④二級ボイ
ラー技士、⑤移動式クレーン

①第一種衛生管理者、②第二種衛
生管理者、③移動式クレーン、④ク
レーン・デリック（クレーン限定）、⑤
揚貨装置運転士、⑥ボイラー整備士

①潜水士、②一級ボイラー技士、
③二級ボイラー技士

主催：（公財）安全衛生技術試験協会　九州安全衛生技術センター　協力：（一社）沖縄県労働基準協会

免許試験（沖縄地区出張特別試験）の日程（学科）令和７年度

現在の仕事や職業生活に関することで、強いストレスとなっていると感じる事柄がある労働者
の割合は82.7％となっています（厚生労働省「労働安全衛生調査【実態調査】令和5年」）。
ストレスチェック制度は、定期的に労働者のストレスの状況について検査を行い、本人にその
結果を通知して自らのストレスの状況について気付きを促し、個人のメンタルヘルス不調のリス
クを低減させるとともに、検査結果を集団的に分析し、職場環境の改善につなげることによっ
て、労働者がメンタルヘルス不調になることを未然に防止することを主な目的としたもので、平
成27年12月から施行されています。
労働者50人以上の事業場は実施義務、労働者50人未満の事業場は努力義務です。
ストレスチェックの実施頻度は、1年以内ごとに1回です。
なお、厚生労働省の労働政策審議会において、「労働者50人未満の事業場も実施義務とする
ことが適当である。また、労働者のプライバシー保護の観点から、原則として外部委託を推奨す
ることが適当である。」旨建議されました（令和7年1月17日）。
また、同内容を盛り込んだ労働安全衛生法の改正案が3月14日に閣議決定されました。

「ストレスチェック制度」とは？

（5）昭和 48 年 10 月 6 日 第三種郵便物承認（毎月 1 回 1 日発行） 2025 年 4 月 1 日 発行


